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は
じ
め
に
　
江
戸
の
町
は
近
世
中
期
に
は
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
巨
大
都
市
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
武
士
・
町
人
な
ど
が
混
在
し
て
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
支
配
は
身
分
に
よ
っ
て
系
統
が
異
な
り
、
町
人
は
町
奉
行
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
町
奉
行
が
詰
め
る
役
所
は
町
奉
行
所
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
町
方
の
行
政
・
立
法
・
司
法
の
ほ
か
、
消
防
・
警
察
も
所
管
し
た
。
し
か
し
、
町
方
の
支
配
は
町
奉
行
所
だ
け
で
完
結
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
事
物
の
内
容
に
よ
っ
て
町
奉
行
所
で
は
扱
え
な
い
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
江
戸
町
方
の
行
政
単
位
は
町
で
あ
り
、
各
町
の
支
配
は
町
奉
行
所
の
管
轄
に
属
し
た
が
、
直
接
に
は
町
人
の
筆
頭
で
あ
る
町
年
寄
と
い
う
役
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
れ
を
代
々
世
襲
し
た
奈
良
屋
・
樽
屋
・
喜
多
村
の
三
家
が
各
町
全
体
を
月
番
で
統
括
し
た
。
ま
た
江
戸
町
方
の
各
町
に
は
、
名
主
・
月
行
事
・
五
人
組
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
江
戸
の
町
で
は
一
人
の
名
主
が
複
数
の
町
を
支
配
し
て
お
り
、
名
主
が
居
住
し
て
い
な
い
町
で
は
月
行
事
が
町
運
営
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
月
行
事
は
、
町
内
の
家
主
（
家
守
・
大
家
）
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
五
人
組
か
ら
選
ば
れ
た
人
が
交
代
で
務
め
た
も
の
で
、
各
町
に
存
在
し
た
。
町
奉
行
所
、
町
年
寄
、
名
主
・
月
行
事
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
町
触
の
伝
達
に
つ
い
て
は
当
番
の
町
年
寄
が
江
戸
町
方
に
お
け
る
火
の
見
櫓
の
建
設
と
御
鷹
御
用
―
牛
込
揚
場
町
を
事
例
と
し
て
―
根
崎
　
光
男
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ま
た
町
の
名
主
は
佐
内
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
佐
内
（
島
田
氏
）
家
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）、
重
次
の
代
に
外
堀
端
の
田
地
を
埋
め
立
て
て
市
谷
田
町
の
各
町
に
割
っ
た
際
、
そ
の
坂
上
に
町
屋
を
造
成
し
た
旧
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
町
屋
は
田
町
各
町
と
同
じ
く
、
開
発
以
前
は
武
蔵
国
豊
島
郡
市
谷
領
布
田
新
田
の
（2）79
町
奉
行
所
に
出
頭
し
て
町
触
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
各
町
の
名
主
に
触
れ
、
名
主
は
月
行
事
に
触
れ
、
月
行
事
は
自
身
番
屋
に
掲
示
し
て
町
内
に
触
れ
る
と
い
う
順
序
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
　
ま
た
江
戸
の
町
方
に
は
、
自
身
番
と
呼
ば
れ
る
町
内
警
衛
の
た
め
の
自
警
制
度
が
あ
り
、
自
身
番
が
詰
め
た
の
で
、
転
じ
て
こ
の
番
所
を
も
自
身
番
（
自
身
番
屋
・
自
身
番
所
）
と
称
し
た
。
自
身
番
の
名
称
は
、
は
じ
め
町
内
の
地
主
町
人
が
自
身
で
交
替
で
務
め
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
の
ち
に
は
家
主
・
店
番
・
町
内
雇
い
の
番
人
ら
が
組
ん
で
昼
夜
に
分
か
れ
て
詰
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
身
番
の
任
務
は
、
交
替
で
町
内
を
巡
回
し
、
喧
嘩
口
論
を
戒
め
、
夜
は
火
の
用
心
に
あ
た
り
、
ま
た
町
廻
り
の
奉
行
所
同
心
な
ど
が
犯
罪
容
疑
者
を
捕
ら
え
た
と
き
、
一
時
的
に
預
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
火
災
に
対
応
す
る
た
め
に
、
各
町
で
は
火
の
見
櫓
、
も
し
く
は
第
１
図
の
よ
う
な
枠
火
の
見
を
設
け
て
い
た
。
　
そ
こ
で
本
稿
は
、
江
戸
の
町
方
で
あ
る
牛
込
揚
場
町
を
事
例
に
、
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
を
検
証
し
、
町
方
支
配
の
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
江
戸
町
方
の
一
部
が
幕
府
鷹
場
（
御
拳
場
）
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
支
配
が
展
開
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
と
負
担
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た）（
（
。
し
か
し
、
江
戸
町
方
の
な
か
に
は
、
幕
府
鷹
場
（
御
拳
場
）
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
御
鷹
に
か
か
わ
る
御
用
を
務
め
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
牛
込
揚
場
町
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
町
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
町
の
火
の
見
櫓
の
建
設
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
了
承
が
必
要
で
あ
っ
た
。
今
回
、
紹
介
す
る
一
件
は
江
戸
の
町
方
支
配
の
多
元
性
・
重
層
性
と
い
う
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
お
り
、
こ
の
町
が
御
鷹
御
用
と
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
規
定
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
第 1図　江戸の枠火の見
（『近世風俗志⑴ 守貞謾稿』岩波文庫）
78（3）
一　
牛
込
揚
場
町
と
自
身
番
屋
　
牛
込
揚
場
町
（
現
在
、
新
宿
区
揚
場
町
）
は
、
江
戸
城
の
北
で
外
堀
に
面
し
、
大
久
保
通
り
の
神
楽
坂
に
隣
接
す
る
町
屋
で
あ
っ
た
。
古
く
は
武
蔵
国
豊
島
郡
野
方
領
牛
込
村
に
属
し
、
は
じ
め
武
家
屋
敷
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
拝
領
町
屋
と
な
り
、
外
堀
端
の
通
り
（
現
在
、
外
堀
通
り
）
に
東
面
す
る
片
側
町
で
あ
っ
た
。
そ
の
三
方
は
第
２
図
の
よ
う
に
武
家
屋
敷
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
そ
の
近
く
に
は
神
田
川
の
屈
曲
部
と
外
堀
の
続
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
揚
場
河
岸
と
神
田
川
と
の
合
流
部
付
近
の
江
戸
川
に
架
か
っ
て
い
た
船
河
原
橋
と
が
あ
っ
た
。
　
『
御
府
内
備
考
』
に
よ
れ
ば
、
牛
込
揚
場
町
の
町
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
「
神
田
川
附
に
而
山
の
手
諸
色
運
送
の
揚
場
に
相
成
候
に
付
町
名
揚
場
町
と
相
唱
申
候）（
（
」
と
あ
り
、
武
家
屋
敷
で
あ
っ
た
山
の
手
地
域
へ
運
ぶ
荷
物
の
荷
揚
場
に
な
っ
て
い
た
の
で
そ
の
名
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
堀
沿
い
に
は
二
か
所
の
荷
揚
場
が
あ
っ
た
。
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ま
た
町
の
名
主
は
佐
内
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
佐
内
（
島
田
氏
）
家
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）、
重
次
の
代
に
外
堀
端
の
田
地
を
埋
め
立
て
て
市
谷
田
町
の
各
町
に
割
っ
た
際
、
そ
の
坂
上
に
町
屋
を
造
成
し
た
旧
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
町
屋
は
田
町
各
町
と
同
じ
く
、
開
発
以
前
は
武
蔵
国
豊
島
郡
市
谷
領
布
田
新
田
の
（4）77
百
姓
地
で
、
開
発
後
は
市
谷
坂
町
と
称
し
た
が
、
の
ち
自
然
に
市
谷
佐
内
坂
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
重
次
の
父
は
布
田
新
田
の
郷
士
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
開
発
後
、
佐
内
家
は
市
谷
田
町
一
丁
目
の
佐
内
坂
上
り
口
の
角
屋
敷
に
代
々
住
ん
で
い
た
が
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
先
祖
の
開
発
地
内
で
あ
る
市
谷
佐
内
坂
町
に
引
っ
越
し
た
。
そ
し
て
、
佐
内
家
は
市
谷
佐
内
坂
町
の
世
襲
名
主
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
谷
・
牛
込
地
域
の
町
屋
の
名
主
で
も
あ
っ
た）（
（
。
　
ま
た
町
内
に
は
、
間
口
五
間
、
奥
行
五
間
の
自
身
番
屋
が
あ
り
、『
御
府
内
備
考
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る）（
（
。
右
町
内
東
之
方
木
戸
際
河
岸
に
有
之
、
起
立
の
儀
者
寛
文
年
中
御
願
済
に
而
相
建
候
よ
し
に
御
座
候
得
は
、
何
れ
の
御
役
所
え
奉
願
候
哉
、
享
保
十
七
子
年
中
類
焼
の
節
書
留
焼
失
仕
相
分
不
申
候
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
揚
場
町
の
自
身
番
屋
は
町
内
の
東
方
で
木
戸
際
河
岸
に
あ
っ
た
。
町
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
に
は
起
立
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
の
火
事
に
よ
っ
て
町
関
連
の
書
類
を
焼
失
し
た
こ
と
で
、
そ
の
経
緯
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
近
世
前
期
か
ら
こ
の
町
名
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
山
の
手
地
域
へ
の
物
資
輸
送
の
一
拠
点
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
二　
火
の
見
櫓
の
建
設
願
い
と
町
奉
行
所
　
江
戸
の
町
を
語
る
と
き
、「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
花
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
火
事
は
江
戸
の
町
を
象
徴
す
る
ほ
ど
頻
発
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
江
戸
の
人
々
の
生
活
を
脅
か
し
な
が
ら
も
町
を
活
気
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
の
町
は
火
事
の
た
び
ご
と
に
蘇
り
発
展
し
て
き
た
と
い
う
、
あ
る
意
味
肯
定
的
な
認
識
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
地
域
事
情
の
な
か
で
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
月
十
二
日
、
牛
込
揚
場
町
の
月
行
事
で
あ
っ
た
佐
七
は
、
町
内
に
は
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
把
握
す
る
た
め
の
見
張
り
台
で
あ
る
火
の
見
櫓
が
な
か
っ
た
た
め
、
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
を
町
年
寄
の
樽
藤
左
衛
門
役
所
に
願
い
出
た
。
こ
の
町
で
も
幾
度
か
の
火
事
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
損
失
の
大
き
さ
は
認
識
し
、
火
の
見
櫓
の
建
設
が
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
三
月
十
四
日
、
火
の
見
櫓
の
建
設
願
い
を
受
理
し
た
樽
藤
左
衛
門
役
所
は
、
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
き
た）（
（
。
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牛
込
揚
場
町

月
行
事　
佐　
七　
　
　
右
相
願
候
者
、
町
内
火
之
見
無
之
、
出
火
之
節
差
支
候
ニ
付
、
御
堀
端
木
戸
際
ニ
有
来
候
自
身
番
屋
屋
根
上
江
、
高
サ
四
尺
五
寸
、
幅
四
尺
四
方
、
根
張
八
尺
之
枠
火
之
見
補
理
、
壱
丈
三
尺
之
階
子
取
付
、
半
鐘
釣
置
、
番
屋
軒
上
江
足
溜
手
摺
幷
枠
火
之
見
中
段
迄
階
子
取
付
申
度
、
右
入
用
兼
而
積
金
仕
置
候
ニ
付
、
別
段
町
入
用
ニ
拘
リ
不
申
候
段
、
五
人
組
・
名
主
一
同
申
出
之
候
右
之
通
申
出
候
ニ
付
、
手
代
共
見
分
為
仕
取
調
候
処
、
自
身
番
屋
棟
高
サ
壱
丈
八
尺
有
之
、
此
度
相
願
候
枠
火
之
見
階
子
上
迄
惣
高
サ
三
丈
壱
尺
ニ
相
成
、
番
屋
裏
之
方
よ
り
出
入
仕
候
間
、
往
還
其
外
差
障
等
無
之
段
申
立
之
候
処
、
右
場
所
雑
司
谷
筋　
御
成
之
節　
御
道
筋
ニ
相
成
、
幷
番
屋
之
儀
江
戸
川
・
神
田
川
筋
船
鴨
御
捉
飼
之
節
等
御
鷹
御
用
所
ニ
相
成
候
段
申
立
候
ニ
付
、
其
御
筋
御
掛
合
被
成
下
、
御
差
支
も
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
願
之
通
可
被
仰
付
候
哉
、
則
絵
図
面
相
添
、
此
段
奉
伺
候
、
以
上
但
、
御
堀
端
之
儀
ニ
も
御
座
候
間
、
河
岸
地
掛
リ
江
茂
一
応
御
下
ヶ
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
願
之
通
被
仰
付
候
得
者
、
出
来
之
節
御
双
方
御　
組
年
寄
同
心
見
分
被　
仰
渡
、
町
年
寄
手
代
共
も
差
出
申
候
　
　
　
　
　
　
　
巳
三
月
樽　
藤
左
衛
門
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
牛
込
揚
場
町
の
願
い
は
町
内
に
は
火
の
見
櫓
が
な
く
、
火
事
の
際
に
は
支
障
が
生
じ
て
お
り
、
堀
端
の
木
戸
際
に
あ
る
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
、
高
さ
四
尺
五
寸
（
約
一
・
三
六
ｍ
）、
幅
四
尺
（
約
一
・
二
一
ｍ
）
四
方
、
土
台
と
な
る
根
張
八
尺
（
約
二
・
四
二
ｍ
）
の
枠
火
の
見
を
建
設
し
、
そ
こ
に
一
丈
三
尺
（
約
三
・
九
四
ｍ
）
の
梯
子
を
取
り
付
け
て
半
鐘
を
吊
り
下
げ
、
番
屋
の
軒
上
へ
足
溜
め
手
摺
り
と
枠
火
の
見
の
中
段
ま
で
の
梯
子
を
取
り
付
け
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
の
建
設
費
用
は
以
前
か
ら
積
み
立
て
て
き
て
い
る
の
で
、
町
の
運
営
費
で
あ
る
町
入
用
か
ら
は
支
出
し
な
い
と
、
名
主
・
月
行
事
・
五
人
組
が
連
名
で
申
し
出
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
町
年
寄
の
樽
役
所
は
手
代
を
派
遣
し
て
取
り
調
べ
、
自
身
番
屋
の
棟
の
高
さ
は
一
丈
八
尺
（
約
五
・
四
五
ｍ
）、
建
設
を
願
い
出
て
い
る
枠
火
の
見
の
梯
子
上
ま
で
の
全
体
の
高
さ
は
三
丈
一
尺
（
約
九
・
三
九
ｍ
）
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
。
ま
た
枠
火
の
見
へ
の
昇
り
降
り
は
、
番
屋
の
裏
の
ほ
う
か
ら
す
る
の
で
道
路
や
そ
の
他
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
申
し
立
て
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
所
は
将
軍
の
雑
司
ヶ
谷
筋
へ
の
御
成
の
道
筋
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
自
身
番
屋
は
江
戸
川
・
神
（6）75
田
川
で
の
「
船
鴨
捉
飼
」
な
ど
の
「
御
鷹
御
用
所
」
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
役
職
に
も
相
談
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
件
に
つ
き
何
の
問
題
も
な
け
れ
ば
願
い
の
通
り
許
可
が
出
る
だ
ろ
う
と
い
う
想
定
の
も
と
で
、
絵
図
面
を
添
え
て
町
奉
行
所
に
伺
い
を
立
て
る
こ
と
に
す
る
と
説
明
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
場
所
は
堀
端
で
も
あ
っ
た
の
で
、
河
岸
地
掛
か
ら
も
一
応
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
願
い
の
通
り
許
可
が
出
れ
ば
、
枠
火
の
見
が
完
成
し
た
時
に
南
北
の
両
奉
行
所
の
年
寄
同
心
の
見
分
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
は
町
年
寄
役
所
の
手
代
も
派
遣
す
る
と
述
べ
て
い
た
。
　
そ
こ
で
、
町
年
寄
の
樽
役
所
は
そ
の
建
設
に
よ
る
支
障
の
有
無
を
見
極
め
る
た
め
、
何
度
か
不
明
な
点
を
牛
込
揚
場
町
に
問
い
合
わ
せ
て
き
た
。
次
の
史
料
は
、
樽
役
所
の
再
度
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
牛
込
揚
場
町
の
返
答
書
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
御
尋
ニ
付
申
上
候
一
、
牛
込
揚
場
町
月
行
事
佐
七
申
上
候
、
私
共
町
内
自
身
番
屋
火
之
見
無
之
差
支
候
ニ
付
、
番
屋
家
根
上
江
建
、
階
子
取
附
候
枠
火
之
見
新
規
補
理
申
度
旨
、
当
月
十
二
日
奉
願
候
ニ
付
、
夫
々
差
支
有
無
再
応
御
尋
ニ
付
、
左
ニ
申
上
候
　
町
内
自
身
番
屋
之
儀
者
、
御
場
内
ニ
者
無
御
座
候
得
共
、
江
戸
川
幷
神
田
川
筋
船
鴨
御
捉
飼
之
節
年
来
御
鷹
御
用
所
ニ
相
成
、
御
定
例
正
月
二
日
・
三
日
、
幷
冬
春
四
五
度
程
茂
有
之
、
御
鷹
匠
方
・
御
鳥
見
方
御
出
役
ニ
而
自
身
番
屋
御
休
息
所
ニ
相
成
、
御
鷹
之
儀
者
番
屋
内
架
場
江
御
居
置
、
町
内
河
岸
よ
り
御
船
ニ
而
御
捉
飼
有
之
候
儀
ニ
御
座
候
、　
御
奥
向
よ
り
不
時
御
捉
飼
之
節
者
御
小
納
戸
御
頭
取
様
方
、
其
外
御
鷹
匠
方
・
御
鳥
見
方
御
出
役
有
之
、
御
定
式
不
時
と
も
壱
ヶ
年
凡
十
度
程
茂
有
之
、
且
又
江
戸
川
鯉
御
取
溜
御
用
之
節
茂
御
鷹
匠
方
・
御
鳥
見
方
御
出
役
方
御
休
息
所
ニ
相
成
候
儀
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
此
度
右
番
屋
家
根
上
江
新
規
火
之
見
補
理
、
半
鐘
釣
置
候
ニ
付
、
御
差
支
有
無
、
御
鷹
匠
方
・
御
鳥
見
方
江
相
伺
候
処
、
何
れ
も
御
差
支
筋
無
之
旨
、
雑
司
谷
御
役
宅
御
鷹
匠
組
頭
近
藤
鉄
蔵
殿
、
千
駄
木
御
役
宅
同
上
野
岩
太
郎
殿
、
中
野
御
掛
リ
御
鳥
見
鹿
窪
善
左
衛
門
殿
・
吉
田
喜
三
郎
殿
被　
仰
聞
候
、
且
又
近
辺
御
武
家
方
江
茂
猶
又
掛
合
候
処
、
聊
差
障
無
之
旨
被
申
聞
候
一
、
右
番
屋
よ
り
尾
州
様
御
屋
形
江
凡
拾
弐
町
程
、
水
戸
様
御
屋
形
江
凡
六
町
程
隔
リ
申
候
右
御
尋
ニ
付
、
此
段
申
上
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
込
揚
場
町
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月
行
事
弘
化
二
巳
年
三
月
廿
三
日
願　
人　
佐　
七　
印

五
人
組　
又
兵
衛　
印

名　
主　
左　
内　
印
　
　
　
　
　
　
樽
　
　
　
　
　
　
　
御
役
所
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
牛
込
揚
場
町
に
は
火
の
見
櫓
が
な
く
、
い
ろ
い
ろ
支
障
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
梯
子
を
取
り
付
け
た
枠
火
の
見
を
新
規
に
建
設
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
樽
役
所
か
ら
の
い
く
つ
か
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
①
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
は
幕
府
鷹
場
の
一
種
で
あ
る
御
拳
場
内
に
は
位
置
し
て
い
な
い
、
②
江
戸
川
・
神
田
川
筋
の
「
船
鴨
捉
飼
」
の
際
に
は
「
御
鷹
御
用
所
」
に
な
っ
て
お
り
、
年
に
六
、七
度
務
め
て
い
る
、
③
鷹
匠
・
鳥
見
が
出
張
し
て
き
た
際
に
は
そ
の
休
息
所
に
な
っ
て
い
る
、
④
鷹
狩
で
用
い
る
鷹
は
自
身
番
屋
内
の
架
場
に
据
え
置
き
、
町
内
河
岸
よ
り
鷹
の
訓
練
で
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
⑤
鷹
の
訓
練
が
あ
る
場
合
は
小
納
戸
頭
取
・
鷹
匠
・
鳥
見
が
出
張
し
て
き
て
、
年
に
十
回
ほ
ど
そ
の
控
え
所
と
な
っ
て
い
る
、
⑥
江
戸
川
に
鯉
を
取
り
溜
め
る
御
用
の
際
に
も
鷹
匠
・
鳥
見
が
出
張
し
て
き
て
そ
の
休
息
所
と
な
っ
て
い
る
、
⑦
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
新
規
の
火
の
見
櫓
を
建
設
し
て
半
鐘
を
取
り
付
け
る
件
に
つ
い
て
鷹
匠
・
鳥
見
に
支
障
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
た
が
、
い
ず
れ
も
支
障
は
な
い
と
、
雑
司
ヶ
谷
鷹
部
屋
の
鷹
匠
組
頭
近
藤
鉄
蔵
、
千
駄
木
鷹
部
屋
の
鷹
匠
組
頭
野
岩
太
郎
、
そ
れ
に
中
野
筋
掛
鳥
見
の
鹿
窪
善
左
衛
門
・
吉
田
喜
三
郎
両
名
か
ら
返
答
が
あ
っ
た
。
⑧
近
所
の
武
家
方
に
も
問
い
合
わ
せ
た
が
、
い
ず
れ
も
問
題
は
な
い
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。
⑨
尾
張
徳
川
家
の
上
屋
敷
と
は
お
よ
そ
十
二
町
（
一
・
三
㎞
）、
水
戸
徳
川
家
の
上
屋
敷
と
は
お
よ
そ
六
町
（
〇
・
六
五
㎞
）
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
て
、
問
題
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
次
い
で
、
翌
月
に
も
樽
役
所
か
ら
「
船
鴨
」
や
「
御
用
所
」
の
由
来
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
四
月
十
日
、
牛
込
揚
場
町
は
次
の
よ
う
に
返
答
し
た
。
　
　
　
　
　
　
以
書
付
申
上
候
一
、
牛
込
揚
場
町
自
身
番
屋
之
儀
者
、
江
戸
川
・
神
田
川
筋
船
鴨
御
捉
飼
之
節
年
来
御
鷹
御
用
所
ニ
相
成
候
処
、
右
船
鴨
幷
御
用
所
与
唱
候
訳
御
尋
ニ
付
、
左
ニ
申
上
候
一
、
船
鴨
之
儀
者
御
捉
飼
之
節
、
右
町
内
河
岸
よ
り
神
田
川
通
御
乗
船
ニ
而
御
鷹
御
居
出
し
、
川
内
ニ
罷
在
候
鴨
御
合
（8）73
せ
被
成
候
儀
ニ
御
座
候
、
且
船
鴨
与
申
儀
者
御
用
前
日
其
御
筋
よ
り
町
内
江
御
書
付
参
候
節
、
船
鴨
捉
飼
与
御
認
被
遣
候
ニ
付
、
右
之
通
唱
来
申
候
一
、
御
用
所
与
心
得
候
儀
者
、
御
捉
飼
之
節
者
明
ヶ
六
時
よ
り
夕
七
時
迄
、
終
日
御
鷹
幷
御
道
具
類
御
置
所
ニ
相
成
、
御
出
役
様
方
御
休
息
御
控
所
ニ
相
成
、
上
ヶ
鳥
御
調
等
も
有
之
候
儀
ニ
而
、
既
ニ
文
化
十
二
亥
年
中
御
小
納
戸
御
頭
取
長
谷
川
主
膳
正
様
・
中
野
播
磨
守
様
御
勤
役
中
、
御
捉
飼
御
用
之
節
御
控
所
ニ
相
成
候
儀
故
、
囚
人
御
預
ヶ
物
無
之
様
御
場
掛
リ
様
よ
り　
御
奉
行
所
江
御
達
ニ
相
成
候
旨
、
同
年
正
月
十
五
日
御
鳥
見
方
よ
り
被
仰
渡
候
ニ
付
、
其
段
翌
十
六
日
両　
　
御
番
所
江
御
訴
申
上
候
　
　
右
御
尋
ニ
付
、
此
段
申
上
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
込
揚
場
町
　
　
弘
化
二
巳
年
四
月
十
日
名
主　
左　
内　
印
　
　
　
　
　
　
樽
　
　
　
　
　
　
　
御
役
所
　
ま
ず
、「
船
鴨
」
と
い
う
の
は
鷹
匠
ら
が
鷹
の
訓
練
に
出
か
け
る
と
き
、
町
内
の
河
岸
よ
り
乗
船
し
、
神
田
川
を
航
行
中
に
鴨
が
い
た
場
合
に
鷹
を
放
っ
て
鴨
を
捕
ら
え
る
こ
と
を
い
う
。
な
ぜ
「
船
鴨
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
御
用
の
前
日
に
鷹
匠
頭
よ
り
町
に
そ
の
旨
の
通
達
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
文
面
に
「
船
鴨
捉
飼
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
き
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
「
御
用
所
」
に
つ
い
て
は
、
鷹
匠
ら
が
鷹
の
訓
練
に
出
か
け
る
と
き
、
自
身
番
屋
が
鷹
や
そ
の
道
具
の
置
き
場
所
と
な
り
、
あ
る
い
は
出
張
役
人
の
休
息
所
や
控
え
所
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
こ
で
は
上
ヶ
鳥
（
鷹
匠
ら
の
鷹
の
訓
練
で
捕
獲
し
た
鳥
の
う
ち
、
江
戸
城
に
上
納
さ
れ
た
鳥
で
、
地
域
の
農
民
ら
の
宿
継
ぎ
に
よ
り
江
戸
城
ま
で
運
ば
れ
た
鳥
）
の
調
達
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
小
納
戸
頭
取
の
長
谷
川
主
膳
正
保
邦
・
中
野
播
磨
守
清
茂
の
勤
役
中
、
捉
飼
御
用
が
あ
っ
た
際
に
も
そ
の
控
え
所
と
な
っ
た
の
で
、
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
で
の
囚
人
預
り
が
な
い
よ
う
に
と
鳥
見
か
ら
町
奉
行
所
へ
要
請
し
た
、
と
こ
の
年
の
正
月
十
五
日
に
鳥
見
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
翌
十
六
日
に
南
北
の
両
町
奉
行
所
に
そ
の
旨
を
届
け
出
た
と
報
告
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
将
軍
の
鷹
狩
に
か
か
わ
る
鷹
匠
・
鳥
見
ら
の
御
鷹
御
用
に
伴
う
出
張
、
そ
し
て
小
納
戸
頭
取
（
御
場
掛
）
ら
に
よ
る
将
軍
御
成
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
の
出
張
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
休
息
所
や
控
え
所
、
あ
る
い
は
鷹
の
架
場
や
そ
の
道
具
置
き
場
と
し
て
揚
場
町
の
自
身
番
屋
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
自
72（9）
身
番
屋
の
本
来
的
な
業
務
で
あ
る
囚
人
預
り
な
ど
が
で
き
な
い
こ
と
が
鷹
役
人
と
町
奉
行
所
と
の
間
で
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
町
年
寄
の
樽
役
所
に
報
告
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
事
情
は
、
文
化
十
二
年
正
月
十
六
日
の
町
奉
行
所
の
書
上
帳
に
も
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
書
上
帳
と
は
今
後
の
参
考
の
た
め
に
町
奉
行
所
が
書
き
残
し
て
お
く
べ
き
書
類
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
牛
込
揚
場
町
月
行
事
市
郎
兵
衛
申
上
候
、
私
共
町
内
自
身
番
屋
之
儀
者
御
奥
御
鷹
捉
飼
御
用
之
節
者
御
鷹
幷
御
道
具
類
御
置
所
、
且
御
奥
向
御
場
掛
様
方
御
控
所
ニ
相
成
、
幷
千
駄
木
・
雑
司
ヶ
谷
御
鷹
御
捉
飼
之
節
茂
、
御
鷹
匠
様
方
・
御
鳥
見
様
方
御
控
所
御
取
調
等
ニ
相
成
候
ニ
付
、
以
来
両
御
奉
行
所
様
幷
御
加
役
様
御
召
捕
も
の
御
預
ヶ
之
儀
無
之
様
、
御
奥
向
御
場
掛
様
方
よ
り
両
御
奉
行
様
江
御
達
之
上
、
以
来
御
預
ヶ
者
無
之
旨
、
中
野
御
掛
御
鳥
見
飯
田
巳
太
郎
様
・
橋
村
八
十
八
様
、
昨
十
五
日
被
仰
渡
候
ニ
付
、
此
段
為
御
訴
申
上
候
由
、
右
之
市
郎
兵
衛
、
五
人
組
次
兵
衛
、
名
主
左
内
申
来
候
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
は
、
幕
府
の
奥
向
の
御
鷹
捉
飼
御
用
の
際
に
は
御
鷹
御
用
で
必
要
と
な
る
道
具
類
の
置
き
場
所
と
な
り
、
ま
た
奥
向
の
御
場
掛
が
出
張
し
て
き
た
際
の
控
え
所
、
さ
ら
に
御
鷹
御
用
で
や
っ
て
き
た
鷹
匠
・
鳥
見
の
控
え
所
、
あ
る
い
は
取
り
調
べ
の
場
所
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
南
北
の
両
町
奉
行
所
役
人
や
火
付
盗
賊
改
役
が
逮
捕
し
た
囚
人
を
自
身
番
屋
に
預
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
奥
向
の
小
納
戸
頭
取
（
御
場
掛
）
か
ら
南
北
の
両
町
奉
行
へ
通
達
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
揚
場
町
の
自
身
番
屋
で
囚
人
を
預
か
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、
御
拳
場
中
野
筋
掛
の
鳥
見
で
あ
っ
た
飯
田
巳
太
郎
と
橋
村
八
十
八
の
両
名
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
昨
十
五
日
に
町
奉
行
所
に
報
告
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
　
そ
こ
で
、
町
年
寄
の
樽
藤
左
衛
門
は
牛
込
揚
場
町
か
ら
自
身
番
屋
へ
の
枠
火
の
見
建
設
の
要
請
を
受
け
て
、
当
番
の
北
町
奉
行
鍋
島
内
匠
頭
直
孝
に
そ
の
旨
を
申
し
立
て
た
。
し
か
し
、
こ
の
件
が
奥
向
の
「
御
鷹
捉
飼
御
用
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
弘
化
二
年
四
月
十
一
日
、
同
役
の
南
町
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
に
相
談
の
書
状
を
送
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
込
揚
場
町

月
行
事　
佐　
七　
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右
之
も
の
町
内
ニ
火
之
見
無
之
、
出
火
之
節
差
支
候
ニ
付
、
御
堀
端
木
戸
際
ニ
有
来
候
自
身
番
屋
家
根
上
江
枠
火
之
見
補
理
建
、
階
子
江
半
鐘
取
付
置
候
ニ
付
、
町
入
用
ニ
者
拘
リ
不
申
候
段
申
立
候
旨
、
樽
藤
左
衛
門
よ
り
別
紙
之
通
申
立
候
間
、
貴
様
思
召
も
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
御
目
付
・
御
小
納
戸
頭
取
・
御
普
請
奉
行
・
御
鷹
匠
頭
・
御
鳥
見
組
頭
江
、
差
支
有
無
之
儀
一
応
可
及
掛
合
与
存
候
、
依
之
藤
左
衛
門
差
出
候
書
面
・
絵
図
幷
河
岸
地
掛
調
書
共
相
添
、
此
段
及
御
相
談
候
　
こ
こ
に
は
、
牛
込
揚
場
町
が
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
枠
火
の
見
を
建
設
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
費
用
は
町
入
用
か
ら
捻
出
し
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
町
年
寄
の
樽
藤
左
衛
門
か
ら
北
町
奉
行
に
申
し
立
て
て
き
た
の
で
、
南
町
奉
行
の
考
え
を
聞
き
た
い
と
記
載
し
て
い
た
。
も
し
南
町
奉
行
に
何
も
意
見
が
な
け
れ
ば
、
目
付
・
小
納
戸
頭
取
・
普
請
奉
行
・
鷹
匠
頭
・
鳥
見
組
頭
に
支
障
の
有
無
を
確
か
め
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
樽
藤
左
衛
門
が
提
出
し
て
き
た
書
面
や
絵
図
、
河
岸
地
掛
の
調
書
を
添
え
て
相
談
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
同
月
十
三
日
、
南
町
奉
行
の
遠
山
景
元
は
「
御
書
面
一
覧
い
た
し
候
処
、
拙
者
儀
何
之
存
寄
無
之
候
、
依
之
書
類
返
却
及
御
挨
拶
候
」、
つ
ま
り
、
書
類
は
一
覧
し
た
が
何
も
意
見
が
な
い
の
で
、
書
類
は
返
却
す
る
と
返
答
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
町
年
寄
の
樽
役
所
は
堀
端
の
河
岸
を
管
轄
す
る
河
岸
地
掛
へ
も
問
い
合
わ
せ
て
い
た
模
様
で
、
四
月
付
で
河
岸
地
掛
の
高
橋
鉄
次
郎
・
由
比
義
三
郎
の
両
名
よ
り
返
答
が
き
て
い
た
。別
紙
牛
込
揚
場
町
御
堀
端
自
身
番
屋
屋
根
上
江
火
之
見
補
理
候
儀
ニ
付
、
町
年
寄
樽
藤
左
衛
門
取
調
申
上
候
書
類
一
覧
仕
候
処
、
振
れ
候
儀
も
無
御
座
候
ニ
付
、
先
格
御
掛
合
之
向
幷
御
鷹
匠
頭
・
御
鳥
見
組
頭
江
も
一
応
御
掛
合
済
之
上
願
之
通
被　
御
聞
置
可
然
哉
ニ
奉
存
候
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
年
寄
の
樽
役
所
が
取
り
調
べ
て
報
告
し
て
き
た
書
類
を
一
覧
し
た
が
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
以
前
の
通
り
伺
っ
て
き
た
役
職
の
ほ
か
、
鷹
匠
頭
・
鳥
見
組
頭
へ
も
交
渉
を
済
ま
せ
た
う
え
で
、
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
を
願
い
出
た
ほ
う
が
承
認
し
て
も
ら
え
る
の
で
な
い
か
と
い
う
返
答
で
あ
っ
た
。
　
一
方
で
、
町
年
寄
の
樽
役
所
は
、
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
場
所
が
将
軍
の
御
成
の
道
筋
に
な
っ
て
い
る
過
去
70（11）
の
二
つ
の
事
例
を
見
出
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
参
考
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
、天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
閏
九
月
の
芝
車
町
（
現
在
、
港
区
高
輪
）
の
も
の
で
あ
る
。
一
、
芝
車
町
河
岸
自
身
番
屋
屋
根
上
枠
火
之
見
相
願
、
阿
部
遠
江
守
殿
御
勤
役
中
申
上
、
右
場
所
品
川
筋　
御
成
之
節　
御
道
筋
ニ
付
、
其
筋
御
掛
合
之
儀
申
上
候
処
、
西
丸
御
小
納
戸
御
頭
取
衆
・
両
丸
御
目
付
衆
幷
御
普
請
奉
行
衆
江
御
掛
合
済
之
上
願
之
通
可
申
付
旨
、
同
十
月
朔
日
被　
仰
渡
候
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
や
江
戸
湊
に
面
し
た
芝
車
町
は
、
町
内
の
河
岸
地
に
あ
っ
た
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
枠
火
の
見
を
建
設
し
よ
う
と
町
奉
行
の
阿
部
遠
江
守
正
蔵
に
願
い
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
所
は
将
軍
の
品
川
筋
御
成
の
際
の
道
筋
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
西
の
丸
小
納
戸
頭
取
、
本
丸
・
西
の
丸
の
目
付
、
普
請
奉
行
に
も
伺
い
を
立
て
、
十
月
一
日
に
願
い
の
通
り
許
可
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
こ
の
と
き
は
小
納
戸
頭
取
・
目
付
・
普
請
奉
行
へ
の
伺
い
で
済
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
　
二
つ
目
の
事
例
は
、
天
保
十
四
年
十
一
月
の
芝
口
一
丁
目
（
現
在
、
港
区
新
橋
）
の
も
の
で
あ
る
。
一
、
芝
口
壱
町
目
河
岸
地
自
身
番
屋
屋
根
上
枠
火
之
見
願
当
御
役
所
江
申
上
、
右
場
所
浜
御
庭　
御
成
之
節　
御
道
筋
ニ
付
、
其
筋
御
掛
合
之
儀
申
上
候
処
、
夫
々
御
掛
合
済
ニ
付
願
之
通
可
申
付
旨
、
翌
辰
五
月
十
五
日
被　
仰
渡
候
　
芝
口
一
丁
目
は
、
町
内
の
河
岸
地
に
あ
っ
た
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
枠
火
の
見
を
建
設
し
よ
う
と
町
奉
行
所
に
願
い
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
所
は
将
軍
の
浜
御
庭
（
現
在
、
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
）
へ
の
御
成
に
際
し
て
の
道
筋
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
関
連
部
署
へ
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
と
も
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
翌
年
五
月
十
五
日
に
願
い
の
通
り
許
可
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
史
料
で
は
、
ど
の
部
署
に
伺
い
を
立
て
た
の
か
が
判
明
し
な
い
が
、
将
軍
の
御
成
に
か
か
わ
る
小
納
戸
頭
取
や
目
付
、
そ
れ
に
普
請
奉
行
な
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
に
際
し
て
、
そ
の
手
続
き
に
齟
齬
が
生
じ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
牛
込
揚
場
町
が
有
し
て
い
る
情
報
は
町
年
寄
の
樽
藤
左
衛
門
役
所
に
も
た
ら
さ
れ
、
樽
役
所
が
有
し
て
い
る
情
報
は
町
奉
行
所
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
情
報
は
上
位
役
所
に
上
申
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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三　
町
奉
行
に
よ
る
諸
役
所
へ
の
交
渉
　
牛
込
揚
場
町
が
防
災
・
消
火
の
観
点
か
ら
町
内
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
を
願
い
出
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
続
き
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
町
と
町
年
寄
の
樽
役
所
、
町
年
寄
の
樽
役
所
と
町
奉
行
所
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
交
換
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
自
身
番
屋
の
目
の
前
の
道
路
が
将
軍
御
成
の
道
筋
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
自
身
番
屋
そ
れ
自
体
が
御
鷹
御
用
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
役
所
か
ら
了
承
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
　
弘
化
二
年
四
月
十
四
日
、
こ
の
事
案
の
窓
口
と
な
っ
た
当
番
の
北
町
奉
行
鍋
島
直
孝
は
、
本
丸
・
西
の
丸
の
小
納
戸
頭
取
・
目
付
、
普
請
奉
行
ら
に
、
次
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
の
書
面
を
送
っ
た
。
牛
込
揚
場
町
ニ
火
之
見
無
之
、
出
火
之
節
差
支
候
ニ
付
、
同
町
御
堀
端
木
戸
際
ニ
有
来
候
自
身
番
屋
家
根
上
江
高
サ
四
尺
五
寸
、
幅
四
尺
四
方
、
根
張
八
尺
之
枠
火
之
見
補
理
、
壱
丈
三
尺
之
階
子
江
半
鐘
取
付
、
番
屋
軒
上
江
足
溜
手
摺
幷
枠
火
之
見
中
段
迄
階
子
仕
付
申
度
旨
相
願
候
間
、
為
取
調
候
処
、
往
還
其
外
差
障
も
無
之
、
高
サ
等
外
並
ニ
振
レ
候
儀
茂
無
之
旨
、
町
年
寄
共
申
立
候
得
共
、
右
場
所
者
御
成
御
道
筋
ニ
付
、
各
様
方
御
差
支
も
有
之
間
鋪
哉
、
此
段
一
応
及
御
掛
合
候
　
こ
こ
で
は
、
牛
込
揚
場
町
で
火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
町
自
体
が
支
障
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
町
内
の
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
枠
火
の
見
を
建
設
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
願
い
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
が
、
道
路
な
ど
へ
の
支
障
も
な
く
、
枠
火
の
見
の
高
さ
は
他
の
町
の
そ
れ
と
比
べ
て
も
特
に
問
題
は
な
い
と
町
年
寄
は
申
し
立
て
て
い
る
。
し
か
し
、
自
身
番
屋
の
場
所
が
将
軍
の
御
成
の
道
筋
に
面
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
問
題
が
な
い
か
ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
西
の
丸
小
納
戸
頭
取
の
江
原
隼
人
正
親
長
は
、「
御
書
面
之
趣
致
承
知
候
、
西
丸
奥
向
何
茂
御
差
支
之
儀
無
之
候
、
依
之
及
御
答
候
」
と
返
答
し
、
西
の
丸
の
奥
向
に
と
っ
て
は
何
の
支
障
も
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
西
の
丸
目
付
の
小
栗
忠
高
は
、「
書
面
御
掛
合
之
趣
致
承
知
候
、
御
差
支
之
儀
無
之
候
、
依
之
御
答
お
よ
ひ
候
」
と
返
答
し
、
支
障
は
な
い
の
で
問
い
合
わ
せ
の
内
容
は
承
知
し
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
丸
小
納
戸
頭
取
68（13）
の
竹
田
伊
豆
守
忠
吉
も
ま
た
、「
御
書
面
之
趣
致
承
知
候
、
奥
向
何
茂
御
差
支
之
儀
無
之
候
、
此
段
及
御
答
候
」
と
あ
っ
て
、
本
丸
の
奥
向
も
何
の
支
障
も
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。
ま
た
本
丸
目
付
の
石
谷
穆
清
は
、「
御
掛
合
之
趣
相
糾
候
処
、
差
支
之
儀
無
之
候
、
且
西
丸
江
も
掛
合
候
処
、
差
支
無
之
旨
申
聞
候
」
と
返
答
し
、
問
い
合
わ
せ
の
内
容
を
糾
明
し
て
み
た
が
何
の
支
障
も
な
い
と
し
た
う
え
で
、
西
の
丸
の
目
付
に
も
聞
い
て
み
た
が
差
障
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
普
請
奉
行
の
村
田
阿
波
守
矩
勝
は
、「
御
書
面
御
掛
合
之
趣
拙
者
共
方
差
支
之
儀
無
之
候
、
尤
御
目
付
江
御
掛
合
有
之
候
儀
与
存
候
、
此
段
及
御
答
候
」
と
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
み
て
も
ま
っ
た
く
支
障
は
な
い
が
、
目
付
へ
も
問
い
合
わ
せ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
返
答
し
て
い
る
。
　
一
方
、
北
町
奉
行
の
鍋
島
直
孝
は
、
御
鷹
御
用
に
か
か
わ
る
鷹
匠
頭
・
鳥
見
組
頭
へ
も
、
次
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
の
書
面
を
送
っ
た
。
牛
込
揚
場
町
ニ
火
之
見
無
之
、
出
火
之
節
差
支
候
ニ
付
、
御
堀
端
木
戸
際
ニ
有
来
候
自
身
番
屋
家
根
上
江
高
サ
四
尺
五
寸
、
幅
四
尺
四
方
、
根
張
八
尺
之
枠
火
之
見
補
理
、
壱
丈
三
尺
之
階
子
江
半
鐘
取
付
、
番
屋
軒
上
江
足
溜
リ
手
摺
幷
枠
火
之
見
中
段
迄
階
子
仕
付
申
度
旨
相
願
候
間
取
調
候
処
、
往
還
其
外
差
障
も
無
之
、
高
サ
等
外
並
ニ
振
レ
候
儀
も
無
之
旨
、
町
年
寄
共
申
立
候
得
共
、
右
番
屋
者
江
戸
川
・
神
田
川
筋
船
鴨
御
捉
飼
之
節
、
御
鷹
御
用
所
ニ
相
成
候
ニ
付
、
御
差
支
者
有
之
間
鋪
哉
、
此
段
一
応
及
御
掛
合
　
こ
こ
で
は
、
牛
込
揚
場
町
が
町
内
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
を
願
い
出
た
こ
と
に
対
し
て
、
自
身
番
屋
が
こ
れ
ま
で
江
戸
川
・
神
田
川
筋
で
の
「
船
鴨
捉
飼
」
の
際
に
「
御
鷹
御
用
所
」
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
支
障
が
な
い
か
ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。　
　
こ
れ
に
対
し
て
、
鷹
匠
頭
の
戸
田
久
助
勝
喬
・
内
山
七
兵
衛
永
金
・
戸
田
五
助
勝
行
の
三
名
は
、「
御
書
面
之
趣
取
調
候
処
、
御
鷹
方
ニ
而
差
障
之
儀
無
御
座
候
、
依
之
下
ヶ
札
を
以
及
御
答
候
」
と
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
み
た
が
鷹
方
に
と
っ
て
何
の
支
障
も
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。
ま
た
鳥
見
組
頭
の
後
藤
与
兵
衛
・
田
口
小
右
衛
門
の
両
名
は
、「
御
書
面
牛
込
揚
場
町
御
堀
端
木
戸
際
有
来
ル
自
身
番
屋
江
火
之
見
補
理
候
而
も
、
私
共
御
役
方
差
支
無
御
座
候
、
御
鷹
捉
飼
御
用
之
儀
者
御
鷹
匠
頭
江
御
掛
合
御
座
候
儀
与
存
候
」
と
あ
り
、
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
火
の
見
櫓
を
建
設
し
て
も
自
分
た
ち
の
業
務
に
ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
と
し
、「
御
（14）67
鷹
捉
飼
御
用
」
に
つ
い
て
は
鷹
匠
頭
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
返
答
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
枠
火
の
見
を
建
設
す
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、
町
方
支
配
の
町
奉
行
所
と
町
年
寄
役
所
、
ま
た
自
身
番
屋
の
目
の
前
の
道
路
が
将
軍
御
成
の
道
筋
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
小
納
戸
頭
取
と
目
付
、
さ
ら
に
自
身
番
屋
が
「
御
鷹
御
用
」
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
関
連
す
る
鷹
匠
頭
と
鳥
見
組
頭
、
そ
し
て
建
物
建
設
の
許
認
可
に
か
か
わ
る
普
請
奉
行
な
ど
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
結
果
、
牛
込
揚
場
町
は
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
櫓
の
建
設
に
着
手
し
、
弘
化
二
年
五
月
に
竣
工
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
町
年
寄
の
樽
藤
左
衛
門
は
町
奉
行
所
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
込
揚
場
町

月
行
事　
佐　
七　
　
　
右
町
内
自
身
番
屋
屋
根
上
江
高
サ
四
尺
五
寸
、
幅
四
尺
四
方
、
根
張
八
尺
之
枠
火
之
見
補
理
壱
丈
三
尺
之
階
子
江
半
鐘
取
付
、
番
屋
軒
上
江
足
溜
手
摺
幷
枠
火
之
見
中
段
迄
階
子
仕
付
申
度
旨
、
当
三
月
中
願
出
、
伺
之
上
願
之
通
申
付
候
処
、
右
枠
火
之
見
出
来
候
段
申
出
之
候
、
依
之
例
之
通
御
双
方
御
組
年
寄
同
心
見
方
可
被
仰
渡
御
儀
奉
存
候
、
尤
其
節
町
年
寄
手
代
共
差
出
申
候
、
此
段
申
上
候
、
以
上
　
　
　
　
巳
五
月
樽　
藤
左
衛
門　
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
牛
込
揚
場
町
の
枠
火
の
見
の
完
成
報
告
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
従
来
通
り
南
北
の
両
町
奉
行
所
か
ら
年
寄
同
心
の
派
遣
に
よ
り
建
設
場
所
を
見
分
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
、
そ
の
際
に
は
町
年
寄
役
所
か
ら
も
手
代
を
差
し
出
す
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
年
三
月
に
牛
込
揚
場
町
か
ら
枠
火
の
見
の
建
設
願
い
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
、
関
連
部
署
へ
の
支
障
の
有
無
の
問
い
合
わ
せ
を
経
て
、
そ
の
す
べ
て
か
ら
支
障
が
な
い
と
の
返
答
を
も
ら
い
、
お
よ
そ
三
か
月
を
要
し
て
よ
う
や
く
そ
の
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
見
分
は
五
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
模
様
で
、
六
月
一
日
、
町
奉
行
所
の
年
寄
同
心
と
思
わ
れ
る
近
藤
八
兵
衛
・
長
谷
利
十
郎
の
両
名
か
ら
町
奉
行
所
に
、
次
の
よ
う
な
届
け
出
が
あ
っ
た
。
牛
込
揚
場
町
自
身
番
屋
屋
根
上
枠
火
之
見
普
請
出
来
致
し
候
ニ
付
、
町
年
寄
樽
藤
左
衛
門
よ
り
申
上
候
ニ
付
、
右
為
見
方
私
共
罷
越
、
藤
左
衛
門
手
代
共
并
町
役
人
共
為
立
合
、
右
火
66（15）
之
見
見
方
仕
候
処
、
藤
左
衛
門
よ
り
申
上
候
絵
図
面
之
通
相
違
無
御
座
候
、
此
段
申
上
候
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
枠
火
の
見
の
完
成
に
よ
り
町
年
寄
の
樽
藤
左
衛
門
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
の
で
牛
込
揚
場
町
の
建
設
場
所
へ
出
向
き
、
町
年
寄
役
所
の
手
代
や
牛
込
揚
場
町
の
町
役
人
に
も
立
ち
会
っ
て
も
ら
っ
て
見
分
し
た
と
こ
ろ
、
樽
役
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
絵
図
面
と
相
違
が
な
か
っ
た
と
届
け
出
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
は
落
着
を
み
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
要
約
し
て
結
び
と
し
た
い
。
　
牛
込
揚
場
町
は
江
戸
城
の
外
堀
に
面
し
、
江
戸
川
・
神
田
川
に
隣
接
す
る
町
屋
で
、
町
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
一
方
で
、
牛
込
揚
場
町
は
幕
府
鷹
場
の
一
種
で
あ
る
御
拳
場
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
町
の
目
の
前
の
道
路
は
将
軍
の
雑
司
ヶ
谷
筋
へ
の
御
成
に
際
し
て
は
そ
の
道
筋
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
自
身
番
屋
は
江
戸
川
・
神
田
川
で
の
「
船
鴨
捉
飼
」
の
際
に
は
町
内
の
自
身
番
屋
が
「
御
鷹
御
用
所
」、
つ
ま
り
「
御
鷹
幷
御
道
具
類
御
置
所
」
と
な
り
、
本
丸
・
西
の
丸
の
小
納
戸
や
目
付
、
鷹
匠
や
鳥
見
ら
の
「
御
休
息
所
」
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
江
戸
川
鯉
御
取
溜
御
用
」
の
際
に
も
鷹
匠
・
鳥
見
が
出
張
し
て
き
て
そ
の
「
御
休
息
所
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
で
は
そ
う
し
た
御
用
が
あ
っ
た
場
合
に
は
町
方
御
用
の
囚
人
預
り
が
で
き
な
い
と
い
う
特
殊
性
を
有
し
て
い
た
。
　
こ
う
し
た
事
情
の
な
か
で
、
牛
込
揚
場
町
で
は
弘
化
二
年
三
月
、
頻
発
す
る
火
事
に
対
応
す
る
た
め
、
自
身
番
屋
の
屋
根
上
に
枠
火
の
見
を
建
設
す
る
願
書
を
町
年
寄
役
所
に
提
出
し
た
。
町
年
寄
役
所
は
、
前
述
し
た
牛
込
揚
場
町
の
特
殊
事
情
を
把
握
す
る
た
め
、
町
に
幾
度
か
問
い
合
わ
せ
を
お
こ
な
い
、
そ
の
う
え
で
町
奉
行
所
に
牛
込
揚
場
町
の
枠
火
の
見
の
建
設
を
願
い
出
た
。
　
こ
れ
を
受
理
し
た
北
町
奉
行
の
鍋
島
直
孝
は
、
南
町
奉
行
の
遠
山
景
元
に
も
相
談
し
、
ま
た
牛
込
揚
場
町
の
自
身
番
屋
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
に
よ
っ
て
業
務
遂
行
上
支
障
が
生
じ
な
い
か
ど
う
か
を
本
丸
・
西
の
丸
の
小
納
戸
・
目
付
、
普
請
奉
行
・
鷹
匠
頭
・
鳥
見
組
頭
、
河
岸
地
掛
に
も
問
い
合
わ
せ
た
。
こ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
か
ら
支
障
が
な
い
旨
の
返
答
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
枠
火
の
見
が
完
成
す
る
と
、
町
年
寄
の
樽
藤
左
衛
門
は
改
め
（16）65
て
町
奉
行
所
に
そ
の
竣
工
を
報
告
し
、
そ
の
年
寄
同
心
の
見
分
を
要
請
し
、
申
請
通
り
に
枠
火
の
見
が
完
成
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
町
方
で
あ
る
牛
込
揚
場
町
で
は
、
町
お
よ
び
自
身
番
屋
が
御
鷹
御
用
を
務
め
る
特
殊
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
屋
根
上
へ
の
枠
火
の
見
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
町
奉
行
所
だ
け
で
は
決
済
で
き
ず
、
諸
役
職
か
ら
了
解
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
こ
の
件
が
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
は
江
戸
の
町
方
で
あ
っ
て
も
、
事
物
の
内
容
に
よ
っ
て
は
町
奉
行
以
外
に
も
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
諸
役
職
か
ら
承
認
を
得
な
け
れ
ば
物
事
を
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
、
多
元
的
・
重
層
的
な
支
配
が
存
在
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
註
（
１
）
拙
稿
「
幕
府
鷹
場
と
江
戸
の
町
」（『
人
間
環
境
論
集
』
第
一
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
法
政
大
学
人
間
環
境
学
会
）。
（
２
）
『
御
府
内
備
考
』（
大
日
本
地
誌
大
系
三
）
第
三
巻
、
四
六
頁
。
（
３
）
右
同
、
一
三
四
～
一
三
五
頁
。
（
４
）
右
同
、
四
七
頁
。
（
５
）
「
嘉
永
撰
要
類
集
」
二
一
、
町
人
諸
願
之
部
（
旧
幕
府
引
継
書
）、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。
以
下
、
本
稿
で
用
い
た
史
料
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
本
史
料
で
あ
る
。
付
記　
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
、
加
藤
貴
氏
よ
り
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
史
料
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
